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　西宮商工会議所女性会に入り二回目のラジオ出
演をさせて頂きました。

　今回のテーマは「コミュニケーション」。今回は生放
送ということもありかなり緊張しましたがパーソナリ
ティーの方のお陰でお伝えしたいことを100％お話する
ことができました。
　私は「手相でコミュニケーションを」をテーマに活動
しておりますが、ラジオの打ち合わせを通して相手を知
る、相手の良い所を引き出すラジオは最高のコミュニケー
ションだと実感！人間関係を円滑するにはコミュニケー
ションが大事です。
　女性会に入会させて頂き良いコミュニケーションと沢
山の経験をさせて頂いております。

満天ライフ　角井みつ子

　ラジオに出させて頂いて、とても緊張しましたが
楽しいひと時を過ごすことが出来ました。

　さくら FM ラジオ局関係者の皆さんのお陰です。大変
感謝しております。
　コミュニケーションについてお話しさせて頂きまし
た。コミュニケーションは人生をより豊かにさせると思
います。人生を豊かにするとは、好きなこと、できるこ
と、やりたいことを見つけ、実行し、そして幸せを感じ
ることだと思います。その機会の場が、この女性会です。
可能な限りイベントに参加していきたいです。コミュニ
ケーションによって
個性、特徴を際立た
せ、嫌な所を削った
り、微弱な長所を研
磨したり、、、人生の
終盤には自分だけの

「人生の銅像」が出来
るのです。作る楽し
みが湧いてきますね。

株式会社 S.K.AILES　小枝　佐世

　去る11月15日西明石ホテルキャッスルプラザにて、
兵庫県内商工会議所女性会交流会が開催されました。式
典の後、「激戦地の取材から見えてきた”戦争の真実」と
題して、報道カメラマン宮嶋茂樹氏の写真と実際に戦地
で体験された生きたお話を伺
い、改めて平和とは何かを考え
させられました。その後、他市
女性会の方々と和やかな会話と
共に、明石の海の幸で彩られた
松花堂をいただき、第３部では、
明石女性会元会長が結成された
シャンソン＆ジャズグループに
よる音楽で盛り上がりました。
他市の女性会の皆さんから刺激
を受け、今後の励みになりました。

株式会社 aim　米谷　侑子

　新年明けましておめでとうございます。
　昨年は感染症の規制が解かれ経済も活発になってまいり
ました。私たち女性会も昨年は創立50周年を迎え皆様のお
かげで滞りなく式典を行うことができました。次の60周年、
70周年に向けて地球環境を壊すことなく持続的に良好な経
済を（サスティナブル）を推奨し、その活動を「西宮しあわ
せ物語」として進めていくことになりました。地域経済の活
性化や子供の見守りなど努力して進めてまいります。
　他方では世界各地で緊張が増していて、ロシアによるウ
クライナ侵攻では戦争がいつ終わるのか誰も予測できませ
ん。中東でのハマスによるイスラエル攻撃も一般人が犠
牲になり他人ごととは思われず心が痛みます。このよう
な先の見えない時代こそ寛容と利他の心を持って前進す
るしかないのではないでしょうか。
　今年こそ世界のすべての人々が幸せになり、それとと
もに皆様の事業のさらなる発展を心よりお祈り申し上げ
ます。 会長　上田みち代

　　阪神間７市１町商工会・商工会議所女性会（部）の事業
が11月17日に芦屋で開催されました。「新入部員がなか
なか入らない理由」をグループワークで話し合う企画で
した。年齢や仕事内容の異なる参加者同士が活発に意見
交換し、発表の場では熱気に包まれ大盛り上がりとなり、
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毎月第三木曜　12時20分頃から
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左からパーソナリティの
松本真規子さん、角井、小枝

初参加の方が感動さ
れ「早くから参加して
おけば良かった」との
声も聞かれました。
　「入会をためらわず
に参加することで多く
の人と縁が広がり、そ
れが宝物になる」とまとまり、拍手喝采。楽しかったです！
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